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川越における「奥」を感じる空間の身体的な図式の構成	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 日大生産工	
 ○外山 純輝	
 	
 日大生産工	
 篠崎	
 健一 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 

１	
 はじめに	
 	
 

	
 本研究は，川越の「都市景観形成地域」を歩い

て見つけた，「奥」を感じる空間の，身体的，空

間的特徴を導き出すことを目的としている．その

ために，人が空間に「奥」を感じる場合の，人と

空間の関係を表す図式を抽出し，それらの図式の

確からしさを検証したい．ここで図式	
 (schema)	
 

は，ものごとの知覚を方向付ける心的な構造を示

す概念であり，空間図式は，主体と環境との空間

的な関係によって主体を定位する図式である．	
 

	
 

２	
 川越と「奥」	
 

伝統的な街並みを残していく為に既存の保存，再

生，活用をする為の活動が起こり，場の価値の向

上を図る地域が多くある．それらの活動により，

ある種のブランド性を獲得した地域は，観光地と

しての需要が高まり，地域の活性化につながって

いる．川越もその一つの典型である．一方で，生

活空間が侵食され，大衆向けに整備された街並み

は，ある種テーマパーク的と揶揄されるようなも

のに変わり，真の価値を	
 失っているようにも思

える．本来あるべき姿は外向けに塗り替えられて

しまった．	
 

	
 そこで筆者は，川越の「都市景観形成地域」を

丹念に観察して回ることで，市が「町づくり規範」

に定めるような一般的な保存，再生，活用では考

慮されない地域の魅力を見出そうと考えた．そこ

で発見したのが「奥」を感じる空間である．	
 

	
 

３	
 研究方法	
 

３.１	
 基礎資料作成	
 

	
 「都市景観形成地域」を観察して回る中で「奥」	
 

を感じる空間に関する経験を写真に収め，「写真

日記」として収集する．写真日記とは既往研究よ

り，事実記述(経験に関与する写真によって確認

できる事実の記述)，解釈記述(事実から何を解釈

したかに関する記述)，経験記述(写真撮影時に経

験したものごとの記述)の3つの文章と写真によ

って構成されたもので，これを基礎資料とした．	
 

「奥」は視覚的要素以外に音や，匂い，人の活動

や気持ちなども重要な要素になっていると私は

考える．日時場所を限定せずに生活の中で収集し	
 

	
 

た写真日記は，記録者の体験をとどめたものであ

り，暮らしそのものに基づいている．これにより

人の生活に近い目線から「奥」についての考察を

行うことができると考えている.Fig.1に写真日

記の例を記す．	
 	
 

	
 

〈解釈記述〉差している光から、井戸周辺が開けて

いることを伺える。また周囲を囲うレンガや植栽が、

街の中における井戸の位置付けを、暗に示している。

〈経験記述〉大きな駐車場を抜けた先にあるこの空

間。左に見える建築物はまつり会館で、右に見える

のが山車をしまう倉庫。どちらも巨大であるためこ

こら一体は圧迫感があり、また大きな影ができてい

る。そこに突然現れたこの井戸のある小さな溜まり

場に惹かれた。

井戸があるー。

井戸へ向かってなだらかなスロープになっている。

井戸を囲うようにベンチがある。

ベンチはアーチ状に積まれたレンガで囲われている。

更にその周りを囲うように木々が生えている。

積まれたレンガは道に対して斜めに構えられている。

左右の建築物はどちらも巨大で圧迫感がある。

結果、手前の空間は影ができているが、井戸の周辺

には、日が差している。

同様に左の壁面には影ができているが、右側の壁面

は日で照らされているー。

更新されていく街に埋もれながらも変わらずそこにある

井戸に、募った人の想いを感じると共にそこへと続く道

や取り巻く環境をも尊く思う。

	
 
Fig.1	
 写真日記の例	
 

	
 

３.２	
 情報の構造化	
 

	
 写真日記を基礎資料として，写真KJ法によって

情報の構造化を行う．写真KJ法は文字情報だけで

なく，視覚情報に基づいて行うKJ法である．基礎

資料を関連性のある資料ごとにグループとし，グ

ループ全体の情報を表現するような文をそのグ

ループの表札とする．第一段階としてできるグル

ープをAとし，その後同様の作業でBとグルーピン

グを行い，最終的にすべての資料の	
 内容を包含

する表札をもつグループCを最上位とする情報の

構造を得る．	
 

	
 

4	
 分析結果	
 

	
 筆者は実際に街を歩き観察することで写真日

記を作成した．これは，生活の中で訪れた場所や

気づいた瞬間を記録したものであり，街の生活に

基づいている．これらの分析からグループA(A01

〜A30)，グループB(B01〜B13)，グループC(C01

〜C04)を得た．グループCにおける各分析結果を

以下に記す。またFig.2にグループA〜Cの表札と

その階層を示した．	
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[c1]	
 各部分は自分より高位レベルの全体へ向

けた顔と，自分より下位部分へ向けた顔をもって

いる。各部分は部分でもあり全体でもあるという

二重性をもち，複雑に絡み合うことで全体に安定

性が生まれる.	
 

	
 

[c2]	
 実存的空間において常に人は中心にいよ

う	
 とする．中心とは心の見えざる原点のこと．	
 

	
 

[c3]	
 完全に隔てられているのではなく，部分的

に視線が通る時，対時する人の意思によって2つ

の空間が繋がったり分断されたりする.	
 

	
 

[c4]	
 対比や変化を内包した空間に私達は惹か

れ	
 る．想像を膨らませる．	
 

	
 

５	
 おわりに	
 

	
 記録者の経験を含めた基礎資料としてまとめ，

その関係性からグループ化を行い分析すること

で，「奥」を感じる空間の特徴を示した．今後は	
 

	
 
C01. 各部分は自分より高位レベルの全体へ向けた顔と、自分より低位レベルの下位部
　　 分へ向けた顔をもっている。各部分は部分でもあり全体でもあるという二重性を
　　 もち、複雑に絡み合うことで全体に安定性が生まれる。
　　　  
　　　B01. 全体について巨視的に言及する時、全体を構成する個々の部分も見るが、
　　　　　 一つ一つを微視的に意識しているわけではない。
　　　　　　
　　　　　　 A01. 対時している空間を一つの風景として見ているため、掛けられた絵
　　　　　　　　  馬には意識が向かなかった。

　　　　　　 A08. コンクリートが押し出された立面でも、随所に周囲との調和を意識
　　　　　　　　  した作法が組み込まれることで、全体として違和感のない印象を与
　　　　　　　　  えている。

　　　　　　 A19.似て非なるものが集まることで1つの多様性ある全体が獲得される。

　　　B02. 場や物の性質は、使われ方や周囲の環境が規定し、それらもまた別の対象
　　　　　 を意味付ける外在的な要素となる。

　　　　　　 A04. 視覚的には独立している対象的な２つの空間に、ある関係性をみた
　　　　　　　　  際、より強い連結性を感じると共に、互いに場としての迫力が増す。

　　　　　　 A22.２つの空間を結ぶ結節点に通過動線以上の意味を感じた時、 見えぬ
　　　　　　　　 先の空間にも期待が膨らむ。

　　　　　　 A26. 場の性質は使われ方や周囲の環境が規定する。

　　　B03. 動きのある光は見えぬ先の空間をさせる。また光を注視することで、それ
　　　　　 を構成する部分や仕組みに意識が向かなくなる。

　　　　　　 A03.柔弱な光と柔らかなスクリーンが繊細美を示す。壁一面を明るく照らす光
　　　　　　　　 よりも、壁を伝うようなわずかな光のほうが印象的なこともあると気付かさ　
　　　　　　　 　れる。

　　　　　　 A16. 明暗が並立する空間では、明るいほうに意識が向かう。また、差し
　　　　　　　　  込む光は見えぬ先の空間を想像させる。

　　　B04. 局所的な近傍の性質を把握することによって、大域的な全体を認識する。

　　　　　　 A29. 先は見えずとも絶えず流れ行く川に自然の強さと無常さを感じる。

C02. 実存的空間において常に人は中心に居ようとする。中心とは心の見えざる原点の
　　 こと。

　　　B05. 輪郭のはっきりしない対象が思考を促し、物理的に捉えきれない場や現象、
　　　　　 ものへと意識を高め、導く。

　　　　　　 A06. 場所への愛着がそこに住まう人の心の中の原点つくり、全体的な空
　　　　　　　　  間構成とは関係のない、見えざる中心を作る。

　　　　　　 A10. 輪郭のはっきりしない物に人は興味を持ち、表層的な情報の欠落が
　　　　　　　　  事の本質を捉えさせる。

　　　B06. 空間を囲うことで求心性が生まれ、囲いの多寡からその場の重要性や心地
　　　　　 よさを感じる。

　　　　　　 A12. 物理的な囲いの多寡からそのものの重要性を感じる。

　　　　　　 A23. 囲まれながらも開放感のある空間に居ることに心地よさを覚える。

　　　B07. ある一つの対象が自らの行為や振る舞いを制限する時、不快に思う。

　　　　　　 A15. 見る対象を手前の物体が切り取ることにより対象が浮かび上がって
　　　　　　　　  見える。対象と自分の間に立ち入れない領域があるので、空間と自
　　　　　　　　  分のいる場所との間に境界を感じ実際の距離よりも遠くに感じる。

　　　　　　 A27. 遠方に注意を惹く対象があるが自分とこの対象との間に立ち入れな
　　　　　　　　  い領域があるため、実際の距離より遠く感じ、別の空間であると感
　　　　　　　　  じている。 	
 

基礎資料となる写真日記を増やしながら，研究の

確からしさを検証したい．また，最終的には，運

動感覚的イメージスキーマと結びつけようと考

えている．	
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C03. 完全に隔てられているのではなく、部分的に視線が通る時、対時する人の意思に
　　 よって２つの空間が繋がったり分断されたりする。

　　　B08. 生活気配の有無で立ち入りを許容する環境が変化する。

　　　　　　 A02. そこにある空間やものに人の顔や生活が浮かぶ時、人は立ち入りず
　　　　　　　　  らいと感じる。また、それがいくつかの段階を持って変化している
　　　　　　　　  時、その果てを奥と感じる。

　　　　　　 A07. 民家に人の気配がすると入りやすいが、気配がないと入りづらい。

　　　　　　 A17. 通路の利用者が限定されていたり、周辺の住人の生活の場となった
　　　　　　　　  りして、私的な目的に利用されている時、我々はその生活を想像し、
　　　　　　　　  その場所を通路ではなく一つの空間として認識し、立ち入りずらい
　　　　　　　　  と感じる。

　　　　　　 A20. 隠し切らない不完全さに安心感を抱き、親しみを覚える。

　　　　　　 A24. 民家に人の気配がすると入りやすいが、気配がないと入りづらい。

　　　B09. 物理的境界は無くとも想像上の心理的空間が生まれることがある。これは
　　　　　 主観によって生み出されるため、対時した人によって、形や明確さは異なる。

　　　　　　 A05. 幾つかの物体の連続に境界性を感じる時、途中でそれが途切れてい
　　　　　　　　  たとしても、想像の中で隙間を補完し認識する場合がある。

　　　　　　 A21. 明確な用途のない空虚な空間にも意味があると思考を 巡らせるこ
　　　　　　　　  とで、そこに見えざる境界が生まれる。

　　　B10. 川端という公共の空間に、そこに接触する住人の生活が侵食する事で、空
　　　　　 間の境界は物理的な境界と一致しなくなる。

　　　　　　 A13. 越境したものや、上空を覆うものの存在が、生活空間を想像させる。

C04. 対比や変化を内包した空間に私達は惹かれる。想像を膨らませる。

　　　B11. 注意を惹く対象に過去の情景をみることで、視線の近づきと、想像の遠ざ
　　　　　 かりという反対方向への２つの運動が同時に起こる。

　　　　　　 A11. 更新されていく街に埋もれながらも変わらずそこにある井 戸に、　
　　　　　　　　  募った人の想いを感じると共にそこへと続く道や取り巻く環境をも
　　　　　　　　  尊く思う。

　　　　　　 A18. 空き家の外部空間に残されたものからかつての生活を感じる。近く
　　　　　　　　  で見ていたものが、景色の一部となって現れた際、象徴性に気付く
　　　　　　　　  と共に、時の流れを感じる。

　　　　　　 A25. 廃れたと思われる場所に、そこが生きているという片鱗を見る。

　　　B12. 対比的要素を含んだ空間を視線や身体が通り抜けることで、自分の体や知
　　　　　 覚した対象への距離や大きさに主観的なイメージの変容を引き起こす。

　　　　　　 A14. 規則性の中にある不規則さが先への興味を掻き立たせる。また、そ
　　　　　　　　  れらが連続することで対象との距離感が掴み辛くなる。

 　　　　　　A28. 隙間を縫うように連続した小さな空間を抜けることで、自分の体や
　　　　　　　　  知覚した空間の大きさに主観的なイメージの変容を引き起こす。

　　　B13. 場所の設えに幾人かの占有意識を感じた際、選択的透過性が生じ、空間に
　　　　　 表裏が生まれる。

　　　　　　 A09. 選択的透過性により人の賑わいに差が生まれ、表と裏の関係ができ、
　　　　　　　　  場が厚みを持った境界に変わっている。

　　　　　　 A30. 場所に設えに幾人かの占有意識を感じた際、見えぬ先に質の違う空
　　　　　　　　  間の存在を予期する。 	
 

	
 

Fig.2	
 A〜Cグループの表札の階層	
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